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あ い さ つ 

 

令和７年も、あと一月ばかりとなりました。 

平成３０年６月の佐藤清明資料保存会発足から、早いもので７年が経過しました。

会報もこのたび１５号を発行することができました。これも、ひとえに会員の皆様

の佐藤清明先生に寄せる熱意とご協力の賜物と心より感謝を申し上げます。 

私は平成３０年１月に町長に就任して、まちづくりの基本に「郷里への愛着と理

解を深める、シビックプライドのまちづくり」を掲げました。これは、里庄町の歴

史や文化に光を当てるとともに、町民一人ひとりが、誇りを持てる町にしたいとい

う思いからでした。 

そのような中で、里庄町出身の博物学者佐藤清明先生の業績を掘り起こして紹介

する保存会の活動は、里庄町に素晴らしい先人がいたことを町内外に広めるきっか

けとなりました。 

このことはまさに、シビックプライドの構想に沿ったものであり、大変、意義深

いものでした。 

保存会の７年間の活動を見て感じることは、佐藤清明先生がそうであるように探

求心を持つこと、行動すること、様々なことを記録して残すこと、そして多岐にわ

たる人々との繋がりをもつことの大切さでした。 

会長として会報に寄稿するのは最後になります。会員の皆様を始め、お力添えを

くださった皆様に心から感謝申し上げますとともに、保存会の益々のご活躍をお祈

りし、私のあいさつといたします。 

本当に、ありがとうございました。 

 

令和７年１１月 

佐藤清明資料保存会会長   

里庄町長 加藤  泰久   
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佐藤清明と南方熊楠 
―残された資料から二人の交流を探る― 

公益財団法人 南方熊楠記念館  三村 宜敬 

 

はじめに 

 近年佐藤清明に関し、その交流や研究・顕彰が活発化している。その要因のひとつとして考えられる

のは、NHK朝の連続テレビ小説「らんまん」（2023年放送）において、牧野富太郎がクローズアップされ

た。これにより、牧野と交流を持っていた各地の人物たちにさらなる光が当たることとなったのではな

いだろうか。そのなかの一人である南方熊楠は、植物学・説話研究・民俗学など幅広い分野において研

究成果を遺し、年々新たな研究の成果が報告されている。そして佐藤清明も南方熊楠と研究交流をした

人物であり、その資料の一部が田辺・白浜には遺されている。本稿では、なぜここまで熊楠の資料が残

っているのかについて触れつつ、佐藤清明と南方熊楠の交流について探っていきたい。 

 

南方熊楠の生涯 

 南方熊楠は、1867年に和歌山県和歌山市に生まれた。熊楠の生家は当初和歌山城の城下町で金物商を

しており、南方弥兵衛と母すみの次男が熊楠である。この「熊

楠」という珍しい名前については、現海南市の藤白神社のご神

木である大楠より、名前に一字を貰っている。熊楠の「南紀特

有の人名」においては、藤白神社（藤白王子）の大楠（楠神）

について 

  紀伊藤白王子社畔に、楠神と号し、いと古き楠の木に、注

連結びたるが立てりき。当国、ことに海草郡、なかんずく

予が氏とする南方苗字の民など、子産まるるごとにこれに

詣で祈り、祠官より名の一字を受く。楠、藤、熊などこれ

なり。（中略）なかんずく予は熊と楠の二字を楠神より授

かった１ 

 と述べる。「熊野」と「大楠」から一字ずつ賜った熊楠が、

アメリカ・イギリスからの遊学後に那智の山に籠もり、明治期

に吹き荒れた神社合祀政策の嵐のなか、猛然と反対運動へ身を

投じたのは、この名を授かった宿命であったのかも知れない。 

 近年は熊楠が合祀反対運動時に柳田国男へ宛てた書簡に  「エコロジー」という用語を使ったこと

から、「知の巨人」の他に「エコロジーの先駆者」とも呼ばれている。熊楠はこの反対運動において、

田辺で創刊された新聞『牟婁新報』へ合祀反対の投稿や、当時において先駆的な山林における下草の重

写真１：藤白神社（海南市）の大楠 

巻頭論考 

２ 



要性を説いた論考などを展開している。さらに、田辺に隣接する上富田町の八上神社、田中神社などへ

足を運び写真撮影をさせ、ヴィジュアル的に保護すべき森林があることを訴えている。さらには東京帝

国大学教授の松村任三へ宛てた２通の書簡を柳田国男が「南方二書」として印刷し、各界の知識人へ配

布している。 

 ただし、熊楠は飲酒による奇行も多く、合祀反対運動時には講演会に飲酒して壇上から引き摺り降ろ

されたり、紀伊教育会の夏期講習会に乱入したことで田辺監獄に16日間拘置されたりもしている。 

 このように破天荒なエピソードをもつ熊楠であるが、1929年に紀南を行幸された昭和天皇に御進講を

行っている。この時熊楠は粘菌標本110点と、森永ミルクキャラメルの大箱に標本を詰め献上している。

この時の様子を1949年に昭和天皇に面会した渋沢敬三は、以下のように記している。 

    終戦後のある日、私は陛下に拝謁を賜った際、談会々南方先生のことにも言及しましたところ、

「南方は惜しいことをした。」と申され、ついでニコニコされ乍ら、「南方には面白いことがあつ

たよ。 長門に来た折、珍らしい田邊附近産の動植物の標本

を献上されたがね、普通献上と云うと桐の箱か何かに入れて

来るのだが、南方はキャラメルのボール箱に入れて来てね。

それでいいぢやないか。」と仰せられたことがあります。平

素凡そ批評がましいことを口になさらぬ陛下として、物心の

本質をよく把握される片鱗を漏らされ、嬉しく存じましたが

、之も南方先生なればこそ極めて自然であり、陛下も殊の外

親しみ深く思召されたのでありましょう２。 

 と述べる。すでにこの引用内で明らかになっているが、熊楠は

1941年12月29日に74歳で天寿を全うした。「知の巨人」は自身が

守った神島を高台にある田辺市の高山寺から見守っている。 

 

南方熊楠の没後の顕彰 

 熊楠の顕彰は没した直後より始まった。当時太平洋戦争が開戦したにもかかわらず、大阪毎日新聞に

は以下のようにある。 

  粘菌、菌類、淡水藻、地衣類に関するものは小畔四郎、上松蓊、平沼大三郎が当たり、紀行文、随

筆集、土俗学、民族学に関する論述および伝説、迷信などは地元在住の雑賀貞次郎が主に担当、南

方植物研究所の維持については、田中敬忠、北島脩一郎らが数万点に及ぶ動植物、化石の標本類や

数千円に達する世界各国の文献の目録作成、分類などの作業に着手３ 

とあり着々と作業は進められていったようだ。しかし、これらの目録作成も順風満帆ではなく、作成し

た目録が空襲によって消失してしまうなど、不幸なできごとも起こる。 

 戦後、満州から岡田桑三が引き揚げてきたことで、熊楠の顕彰は前進する。岡田は戦前より熊楠へ興

写真2：キャラメルの大箱        

（公益財団法人 南方熊楠記念館蔵） 

３ 



味を示しており、いずれは熊楠について関わりたいと考えていたという。岡田は雑賀や小畔らが作成し

た熊楠の目録を持って、渋沢敬三のもとを訪れ熊楠の顕彰活動を依頼する。渋沢ももとより、熊楠につ

いて関心を持っていたようで、これを快諾する。これにより1947年にミナカタ・ソサエティが結成され

ることとなった。これには、熊楠の娘婿である岡本清造も尽力し、田辺出身の政治家片山哲や小泉信三

、佐藤春夫などの協力を得ている。 

 ミナカタ・ソサエティが行った顕彰活動は、2点ある。ひとつは、南方熊楠の全集刊行である。そして

もうひとつは、東京・大阪などの都市部で開催された「ミナカタ・クマグス展」である。 

 まず全集刊行については、熊楠が生前に出版していた『南方随筆』『続南方随筆』を手掛けた岡茂雄

らが活躍している。この刊行までのエピソードは岡の『本屋風情』にも当時の事情が綴られている。 

 そして「ミナカタ・クマグス展」においては、朝日新聞共催で東京・名古屋・大阪・神戸・和歌山市

・田辺市において開催され、各地で好評を博した。特に田辺市会場では、5日間の開催で入場者26,000人

を記録したという４。田辺市ではこれを好機と捉えて 

  「南方研究所（旧邸）の保存、南方先生を通じて教育振興の源泉にするといった田辺を中心とした

県下的な運動を起す」ときが到来したと、南方熊楠を活用した地域の振興を唱える声が高まりつつ

あった５。 

 しかし、田辺市では「南方館」設立の機運は高まったが、建設場所については諸々異論が出たようで

ある。熊楠の娘婿である岡本清造は、熊楠が「神島の見える丘」を望んでいた旨の主張をするなど、遺

族側と建設委員との間に思わくの違いがはっきりと表れたようである６。こうしたなかに市長交代など

もあり、施設建設は停滞を余儀なくされたようである。 

 そうした折にひとつの転機が訪れる。1967年に昭和天皇が再び白浜を行幸され、「雨にけぶる 神島

をみて 紀伊の国の生みし 南方熊楠を思う」という御詠により、白浜に熊楠の顕彰施設を設立する動

きがでてきた。そこで白浜町瀬戸地区の浦政吉などが働きかけ、国内外に寄付を募り1965年に財団法人

南方熊楠記念館が開館した（後に公益財団法人化）。その後2006年田辺市には南方熊楠顕彰館が開館し

、さらに 2025年に記念館は開館60周年を迎え両館での顕彰は続いている。 

 

南方熊楠が遺した佐藤清明資料 

 熊楠の遺された資料は、一部が記念館、そして大部分が田辺市の顕彰館で整理収蔵されている。その

ため熊楠が生前交流のあった人物たちへの書簡及び資料についてアクセスがしやすくなった。顕彰館に

所蔵されている佐藤清明関係の資料は、刊行物・来簡６点（内２点が寄託資料）である。 

 熊楠と佐藤の交流は、大内氏によると1930年から始まっている７。二人の交流が始まる直前に佐藤が

熊楠の名をあげているのは、『岡山文化資料』第２巻第１号（1929年）掲載の「岡山県俗習俗説輯報 

（一）」である。ここで佐藤は、「南方熊楠氏御寄稿の声に欣躍能はず取敢えず同氏歓迎の意味に於て

本未定稿を草す。」と記している。その後熊楠が「馬鹿壻」（『岡山文化資料』 妖怪号 第２巻第１号

４ 



（1930年）を寄稿した。そして同年から熊楠との文通が始まったようである。 

 そうした交流のなかで佐藤は自身が執筆した文章を熊楠へ送っている。このうち書籍（私家版含）は

27点で、表１に示した表の通りである。佐藤の著作刊行年が不明なものもあり、今後修正を加えていか

ねばならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１  熊楠の蔵書にみる佐藤清明刊（［ ］内は南方熊楠顕彰館の蔵書番号） 

参考：佐藤清明資料保存会編 2021 『博物学者佐藤清明の世界―附録｢現行全国妖怪辞典｣―』 

土岐隆信 2019 「佐藤清明と岡山の植物研究者」 『佐藤清明資料保存会会報』No.3  

５ 

５ 



近年の佐藤清明研究の盛り上がり 

 近年佐藤清明と南方熊楠との交流についての研究が注目を集めている。2021年には、顕彰館に佐藤清

明宛・南方熊楠書簡が上松徹氏により寄託された。本書簡は、田村義也により「佐藤清明宛南方熊楠書

簡１通 榎本宇三郎・榎本幸治父子宛南方熊楠書簡計９通８」として公開された。また同年には佐藤清

明資料保存会から、岡山文庫から『博物学者 佐藤清明の世界 附録の「現行全国妖怪辞典」』(岡山文

庫 323)（2021年）が刊行された。さらに2023年にも同氏より佐藤宛・熊楠の直筆ハガキが寄託され大内

規行「佐藤清明宛南方熊楠書簡１通９」として明らかにされた。そして同氏により『熊楠研究』第18号 

（2024年）へ論考が発表されたことにより、時系列を追って佐藤と熊楠との関係を知ることができるよ

うになった１０。さらに南方熊楠研究会会員の神川隆氏が、古書店で販売されていた佐藤清明宛南方熊楠

書簡（ハガキ）を入手できるというファインプレーもあった。 

 このように近年は新たに発見された佐藤宛南方熊楠の書簡をもとにした論考がすすめられている。こ

れらの書簡は佐藤家より流出したものとみられ

ている。ただし佐藤家としては、こうした書簡を

古物商に売り渡したという記憶はなそうで、そ

の経路は謎とされる。それを解明するヒントと

して、顕彰館に所蔵されている中瀬喜陽資料の

なかに、2010年の明治古典会七夕古書大入札会

カタログ（コピー）には、上松氏や神川氏が購入

した熊楠直筆の書簡を見ることができた。そし

て点数は書簡2通、ハガキ8通の計10点が出品さ

れていた。当時熊楠の直筆資料ということで、顕

彰館でも注目していたようだが、既に購入され

た後であったようだ。そして10年以上の月日を

経て、その一部の内容が明らかになったのであ

る。 

 さらに佐藤清明に関しては、2025年8月に南方熊楠研究会夏期において、金文京氏（京都大学名誉教授）

による共同討議「佐藤清明の近年新出資料について」が開催され、新村出と佐藤、そして熊楠らの関係

が明らかにされた。このセッションでは、コメンテーターとして、大内氏と佐藤清明資料保存会顧問の

木下氏がコメントをされた。これにより、熊楠研究者へ佐藤と熊楠との関係について印象づけることが

できたのではないだろうか。それにより今後新たな情報が得られることを期待したい。 

 

おわりに 

 以上、概略的に熊楠の生涯とその後の顕彰について明示した。また顕彰館には未だに調べてきれてい

写真3：2010年の明治古典会七夕古書大入札会カタログ 

（南方熊楠顕彰館蔵 中瀬資料） 

６ 



ない佐藤の資料が収蔵されており、これらの調査も今後の課題である。さらに佐藤と紀南で熊楠周辺の

人物、特に植物標本を交換していると思われる樫山嘉一、2025年8月に交流が明らかにされた新村出など

、佐藤が交流をしていた人物からも佐藤へのアプローチが可能になるかもしれない。何れにしても今後

佐藤と熊楠との交流を起点として、研究が広がっていくことを願う。 

 

参考文献 

・土岐 隆信 2019 「佐藤清明と岡山の植物研究者」 『佐藤清明 資料保存会 会報』 No.3 佐藤清明資 

料保存会 pp.2-12 

・佐藤清明資料保存会編 2021 『博物学者佐藤清明の世界―附録｢現行全国妖怪辞典｣―』 日本文教出 

版株式会社 

・田村義也 2021 「佐藤清明宛南方熊楠書簡１通 榎本宇三郎・榎本幸治父子宛南方熊楠書簡計９通」

 『熊楠ワークス』 58号 

・大内規行 2024 「佐藤清明宛南方熊楠書簡１通」 『熊楠ワークス』 63号 

・大内規行 2024 「日記・書簡にみられる南方熊楠と佐藤清明の交流 —粘菌学指導を中心に—」 『熊楠 

研究』 第18号 

・Theopotamos (Kamikawa：神川隆) 「博物学者・佐藤清明宛の南方熊楠葉書」  

webサイト notehttps://note.com/theopotamos/n/na8af2ea584fb 

 同 上 2023 調査趣味誌『深夜の調べ』第1号 

･･････････････････････････････････････････････････････ 

1 南方熊楠 「南紀特有の人名」 『南方全集』3巻 1985 p.439 

2 渋沢敬三 「南方熊楠全集 上梓のいきさつ」『南方熊楠全集』 第 1巻 乾元社 p.2 

3 『田辺市史』 p.810 

4 注３に同じ p.813 

5 注３に同じ p.813 

6 注３に同じ p.814 

7 大内規行 2024 「南方熊楠と佐藤清明の交流」 『佐藤清明資料保存会会報』 No.13 佐藤晴明資料 

保存会 p.5～6 

8 田村義也 「佐藤清明宛南方熊楠書簡１通 榎本宇三郎・榎本幸治父子宛南方熊楠書簡計９通」 

『熊楠ワークス』 No.58 2021 年 10 月 

9 大内規行 2024 「佐藤清明宛南方熊楠書簡１通」 『熊楠ワークス』 No.63 2023 年 4 月 

10 大内規行 「日記・書簡にみられる南方熊楠と佐藤清明の交流 —粘菌学指導を中心に—」 『熊楠研

究』 第 18号 （2024 年） 

７ 

https://note.com/theopotamos/n/n9166fbc02417
https://note.com/theopotamos/n/n9166fbc02417
https://note.com/theopotamos/n/n9166fbc02417


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真 鍋 島 今 昔 物 語 

―佐藤清明から読み解く真鍋島の歴史・民俗・自然― 

元・笠岡市地域おこし協力隊 武井 優薫 
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基底とし、筆者による最新の調査から得られたデータを対応させつつ、対象物の新旧比較をおこなっ

た。その結果、真鍋島の有する天然記念物と文化財の現在地、ならびにそれらが辿った軌跡の

一端が明らかとなった。本稿での試みを以て、真鍋島における天然記念物、および文化財に関

する研究・保存・利活用17の端緒となることを期待する。 

また、佐藤の知的興味・関心、研究スタンスを端的にあらわす単語として、「博物学」があげ

られる18。事実、佐藤は柳田國男（民俗学）や南方熊楠（博物学、生物学、民俗学）、牧野富太郎（植

物学）らといった各界の碩学たちと幅広い交流をもっていた。専門分野に特化しタコツボ化し

た先鋭的アカデミズムが渦巻く現代に、佐藤が依拠した総合知としての博物学的な方法論を再

評価することは蓋し意義深いことであろう。佐藤然り、埋もれた在野の俊英（フィールドワーカ

ー、郷土史家など）が日の目を見、聞き書きや参与観察といった研究手法が再び知の盟主とな

ることを願ってやまない。 

図表一覧 

 

図 1 真鍋島のホルトノキ（原

木） 

 

図 2 真鍋島のホルトノキ（分

株） 

 

 

図 3 妙見のウバメガシ 

 

 

 

 

 

17 観光分野や地方創生分野と親和性が高いと筆者は考える。 
18 佐藤の博物学的な態度に関しては、『博物学者 佐藤清明の世界：附録「現行全国妖怪辞典」』
でしばしば言及されている（佐藤清明資料保存会『博物学者 佐藤清明の世界：附録「現行全国
妖怪辞典」』，日本文教出版株式会社，2021 年，pp.44, 83, 97～ 98．）。 
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図 4 玉姫のウバメガシ 

 

 

図 5 真鍋大島のイヌグス（＝

大島のネズミギ） 

 

 

図 6 真鍋大島の先大島に遺る

定住の痕跡 
 

 

図 7 真鍋大島の野生化したヤ

ギ 

 

 

図 8  豊島石（凝灰角礫岩）

製の「ラントウ」型小祠 

図 9 イワタイゲキと石造物 

図 10 クグリマツ 図 11 石仏 A 図 12 石仏 B 

図 13 矢穴 

図 14 丁場跡 
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佐藤清明資料保存会「組織と活動の概要」 2025.11.15.現在 

 

会の目的等（規約第１条ほか） 
この会は、佐藤清明の業績を顕彰し、資料の収集、整備、保存、活用をするとともに、 

次代を担う青少年の健全な育成や地域文化活動、教育事業を推進することを目的とする 

任意団体で、会員の負担する会費等によって運営している。 

 

佐藤清明資料保存会役員（規約第８条）      令和７年１１月現在 
名誉会長  生宗脩一 

会長   加藤泰久  

副会長    杉本秀樹、稲田多佳子、小野哲司 

顧問  江田伸司、岡本泰典、木下浩、佐藤美清  

理事  安倍郁雄、伊藤智行、才野基彰、佐藤泰徳、高橋達雄、徳山容、安原清隆、 

山本直樹、小野礼子 

監事   杉井陸保・西崎康男 

 

専門部等の活動 
清明研究会（月1回程度開催） 

佐藤清明の残された著作物などを整理し、著作目録を完成させることを目的に活動。 

貴重資料のアーカイブ化をめざす。『現行全国妖怪辞典』は、アーカイブ化完了。 

清明を読む会（平成30年度から、隔月開催基本に適宜開催） 

会員を含む、県内外から研究者を招き、佐藤清明の業績を紹介する公開講座。 

顕彰展示「里庄のせいめいさん展」 

    佐藤清明に関する資料や佐藤清明資料保存会の活動による成果物を展示公開。 

分科会の設置（規約第４条） 

      記の４分科会を設け、会員が参加している。所属外の分科会の活動にも参加できる。 

      活動の成果は、顕彰展示（定期開催の「せいめいさん展」）を中心に、清明を読む会

            ・会報原稿の執筆等で報告する。 

※分科会参加者名簿  

 

菊桜保存育成会の活動 
   佐藤清明が、戦火（米軍による岡山空襲）から守り保存してきた「六高菊桜」の保存育成を

目的とした ｢佐藤清明資料保存会｣内の別組織。会員が拠出する会費をもって、｢佐藤清明が講

師として勤務していた岡山大学構内（大学本部前庭）に植樹し現存する菊桜の管理・保存会が

里庄町歴史民俗資料館前庭に植えた菊桜の管理・母樹として今に残る佐藤清明旧宅内菊桜の保

護管理・樹木医を講師とした生桜の育苗管理等にかかる研修｣等を実施するほか、一般対象の

リーフレット・次代を担う町内の小中学校児童生徒向の菊桜雄本の編集と発行・小学校への出

前講座等に取り組んでいる。 
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＜編集後記＞ 

この度は、佐藤清明のふるさと里庄にお越しくださり。南方熊楠と佐藤清明との交流について新

出資料を踏まえてお話しくださった三村宜敬氏（南方熊楠記念館）に巻頭論考のご執筆を賜りまし

た。また笠岡市地域おこし協力隊のスタッフとして真鍋島で生活し活動されていた傍ら、天然記念

物の調査にも取り組まれた武井優薫氏が、「清明を読む会」において、佐藤清明が昭和２０年代か

ら取り組んだ天然記念物調査の一環として実施した小田郡真鍋島村（現笠岡市）の調査記録と対比

してレポート頂いた内容をおまとめ下さいました。 

なお今号は、編集担当者のスキル不足を里庄町役場企画商工課並びに里庄町立図書館職員の方々

に補っていただきようやく完成したことを特記し感謝の意を表します。 

                             （会報担当理事・佐藤 泰徳） 
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佐藤清明顕彰特設サイト 
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